
「全国鉱山保安週間」7月1日～7日にあたって

平成２９年６月
那覇産業保安監督事務所

所長 平良 浩二

鉱山で働く皆様、毎日のお仕事ご苦労様です。
さて、経済産業省では毎年「国民安全の日（７月１日）」に合わせ、鉱山にお

ける自主保安活動の推進と保安意識の高揚を目的とした「全国鉱山保安週間」を
実施しています。
全国の鉱山災害を見ると、昨年は罹災者１６名で、うち３名の死亡者が発生し

ており、沖縄管内においても罹災者１名の重傷災害が発生しております。また、
今年に入ってからも、死亡者はいませんが、全国では５月末までに罹災者１５名
で、まだ半年もたっていない段階で、昨年１年間の罹災者数に迫る勢いで多発し
ております。沖縄管内においては罹災者はなかったが発破又は火薬類による転石
の災害が１件発生しております。これらの災害はリスクアセスメントの徹底や、
危険な作業そのものをなくす本質安全対策等を実施することで、災害の大半は防
止できるものと思われます。
鉱業権者におかれましては、この期間に、保安統括者のもと鉱山のみなさん全

員でいつもの基本作業の見直しや設備の総点検等を実施していただき、安全を見
直す１つの機会にして頂きたいと思います。
また、皆様ももちろんのこと、私どもも目標とする「災害の根絶」のためには

不断の地道な努力が不可欠です。災害がないから安全ではありません。発生する
前に危険の芽を摘み取って下さい。そのためのリスクアセスメントです。
今年度も全国のポスターには沖縄の子供達の絵が掲載されています。安全への

子供達の思い、家族の思いにも是非とも答えて頂きたいと思います。ご安全に！

☆ 保安規程を守っていますか？
また、リスクアセスメントは実施されていますか？

☆ ベルトコンベア等機械の危険な箇所に安全柵は設置されていますか？
☆ 車両系鉱山機械や自動車は定期的に検査が実施されていますか？
☆ 鉱山道路の路肩部には転落防止用の土盛等がありますか？
☆ 通路、階段、手すり、足場等は安全な状態に整備されていますか？
☆ 作業者及び部外者に対する墜落・転落防止等の安全対策は十分ですか？
☆ 高所作業時の墜落防止対策は万全ですか？
☆ 発破作業の飛石防止対策は万全ですか？
☆ 火薬類は適正に管理され、盗難、紛失防止対策は万全ですか？
☆ じん肺教育を受け、防じんマスクを着用するなど実践していますか？
☆ 飛散する粉じんや汚泥が鉱山周辺を汚していませんか？
☆ 掘削時の騒音・振動で近所に迷惑をかけていませんか？
☆ 災害時の連絡体制は整っていますか？

☆ 体調はどうですか？ 寝不足等はありませんか？ 熱中症の対策していますか？

鉱山で働く皆様！
今回の「全国鉱山保安週間」の期間中、皆さんで作業場の状況、作業内容及び

作業手順のチェックを行い、災害のない健康で明るい職場を作っていきましょう。

＜平成２９年度鉱山保安標語より＞

「たぶん」「だろう」は要注意一歩下がって再確認 仲村 竹二
（西上原鉱山）



 



 


